
発行昭和 63年 1)=j 1 日

発行所大洗町役場
〒31H3茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-幻5
宮大洗(67)5111(1-1;;) 

広報公聴義

富士オフセット印刷鰯

盟水戸 (31)4241(代)

集

席。

編

印

開中主喜一円

以

uamm
主総耕一一

暗
泌
物
語
~ (題字梨本伯月先生書)

寄慰問思A禽@W恋官ゐ院畠思

(大洗神社境内清掃)

可..... .，. 

ぬ舘野

大
洗
町
長

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
皆

様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
併
せ
て
、
日
頃
釘
政
に
対
す
る
皆

様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
衷

心
よ
り
感
裁
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
の
町
大
洗
は
、
こ
の
厳
し
い
社

会
環
境
に
あ
っ
て
、
大
洗
港
や
大
洗
鹿

島
線
な
ど
町
将
来
の
発
展
の
中
枢
と
な

る
、
基
盤
的
諸
施
設
も
そ
れ
ぞ
れ
に
予

t" t'r 

内

宏

想
を
上
廻
る
業
績
を
挙
げ
な
が
ら
、
順

識
に
稼
動
し
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、

誠
に
御
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
諸
情
勢
を

深
く
認
識
し
現
実
を
踏
ま
え
て
、
乱
世

紀
に
向
け
て
の
「
治
の
あ
る
豊
か
な
海

浜
文
化
都
市
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

長
期
的
展
望
に
立
脚
し
た
都
市
基
盤
の

整
備
や
生
活
環
境
づ
く
り
の
諸
施
策
を

一
歩
一
歩
着
実
に
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
十
月
に
は
、
長
太
子
、

同
妃
両
殿
下
を
お
迎
、
え
し
て
、
第
八
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
大
洗
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
我
が
国
水
産
界
に
と
っ

て
最
大
の
行
事
で
、
昨
年
七
月
、
昨
年

度
開
催
県
の
鹿
児
島
県
か
ら
茨
城
県
に

大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
、
目
下
、
同
大

み
ん
な
で
心
を
あ
わ
せ
壊
か
な
郷
土

づ
く
り
を
と
、
茨
城
県
で
は
毎
年
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
儒
性
豊
か
な
地

域
社
会
、
つ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
匝
体

等
に
対
し
て
η

は
ら
賞
々
を
贈
り
表
彰

し
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
昭
和
白
年
度
褒
賞
は

大
洗
磯
前
神
社
敬
神
婦
人
会
(
大
賞
か

っ
会
長
外
出
名
)
に
決
定
し
、
去
る
ロ

月
1
目
、
茨
城
県
武
道
館
で
行
な
わ

れ
た
褒
賞
式
典
で
、
竹
内
藤
男
県
知

事
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

敬
神
婦
人
会
は
、
神
社
を
崇
敬

し
、
自
己
の
修
釜
と
共
に
敬
神
崇
極

の
美
風
を
一
滋
養
し
て
、
世
の
た
め
人

の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

行
こ
う
と
、
昭
和
白
年
2
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

以
来
現
作
ま
で
、
二
百
余
名
の
会

員
を
擁
し
て
各
種
本
仕
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
大
洗
神
社
の
年
間
を
と

お
し
て
の
各
種
祭
事
、
行
事
等
に
、

そ
の
準
備
や
多
く
の
来
賓
の
接
待

等
、
長
一
方
的
仕
事
に
本
仕
さ
れ
、
神

会
県
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

そ
の
運
営
の
準
備
活
動
に
入
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
花
を
そ
え
る

た
め
、
仮
称
「
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
|
」

も
県
事
業
と
し
て
着
工
し
、
開
催
時
ま

で
に
は
約
六
十
米
の
巨
搭
が
大
洗
観
光

ホ
テ
ル
下
、
都
市
再
開
発
地
内
に
姿
を

表
わ
す
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

更
に
、
都
市
計
画
街
路
「
変
海
・
大

洗
線
」
も
終
点
部
分
の
大
賞
地
点
で
国

道
日
号
線
に
接
続
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
様
に
、
他
の
諸
事
業
と
併
せ
着

着
と
整
備
が
進
め
ら
れ
、
大
洗
は
新
ら

し
い
世
紀
に
向
け
て
大
き
く
脱
皮
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
年
月
の
経
過
と
共
に

そ
の
様
相
も
大
き
く
変
貌
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
方
に
は
一
層
の
御
支
阿
波

御
鞭
縫
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

終
り
に
、
皆
様
方
の
御
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

社
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
る
と
同
時
に
、
神
社
境
内
、
周
辺
は
も

と
よ
り
大
洗
海
岸
公
濁
等
の
柄
樹
と
清
掃

を
定
期
的
に
年
数
回
実
施
し
、
緑
化
の
推

進
や
環
境
美
化
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
平
均
年
齢
も
刊
歳
前
後
と
大
変

高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
て
も

お
元
気
で
、
今
日
も
境
内
の
清
掃
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。

圃邑
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去
る
、
十
月
七
日
か
ら
十
一
月
五
日

ま
で
の
四
週
間
、
六
十
二
年
度
文
部
省

教
員
海
外
派
遣
長
期
第
二
十
二
聞
の
一

員
と
し
て
外
国
へ
出
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
初
め
て
の
海
外
、
し
か
も
四
週
間

の
日
程
で
一
抹
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
無
事
、
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
訪
問
国
と
都
市
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

(
コ
ベ
ン
ハ
|
ゲ
ン
)
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
(
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
、
ク
ラ
グ
イ
エ
パ

ツ
)
、
西
ド
イ
ツ
(
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
)
、
フ

ラ
ン
ス
(
パ
リ
、
ト
ウ

i
ル
)
、
ア
メ
リ

カ
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ブ
リ
ス
ト
ル
、

シ
ア
ト
ル
)
、
カ
ナ
ダ
(
パ
ン
ク
|
パ

l
)
の
六
ヵ
国
十
都
市
で
し
た
。

こ
の
中
で
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ブ 各一

文
部
省
主
催
に
よ
る
教
員
海
外
派
遣
事
業
と
し
て
、
去
る
十
月

本
町
か
ら
、
一
問
中
学
校
大
場
攻
先
生
¥
第
一
中
学
校
井
上

寿
美
先
生
の
二
人
、
か
、
教
員
海
外
派
遣
団
に
参
加
し
、
外
雷
で
の

貴
重
な
体
験
、
見
学
を
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
た
び
感
想
、
ガ
寄

せ
ら
れ
ま
し
疋
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ア
メ
ソ
カ
に
学
ぶ

大
洗
町
立
第
一
中
学
校

教

諭

井

上

寿

美

t~ 

毎
日
和
気
議
々
の
中
に
過
す
こ
と
が

で
き
た
十
六
臼
間
の
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
教
育
事
情
視
察
は
、
「
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
」
の
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

異
文
化
と
の
出
合
い
、
体
験
と
し
て
は

鋭
い
時
間
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
か
、

そ
れ
は
非
常
に
密
度
の
濃
い
も
の
で
あ

っ
た
と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
の
教
育
事
情

を
一
一
言
で
は
い
え
な
い
に
し
て
も
二
地

方
の
現
場
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き

最
初
の
訪
問
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
東

部
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
ヘ
イ
方

i
ス
タ
ウ

ン
市
は
人
口
一
二
万
税
度
の
町
で
、
首
都

ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
一
一

O
M
に
位
霊
し

て
い
る
。
そ
し
て
二
番
目
的
訪
問
地
ア

おお

海
外
派
遣
研
修
に
参
加
し
て

大
洗
町
立
高
中
学
校

教

諭

大

場

昭和63i手1月1日

メ
リ
カ
南
西
部
テ
キ
サ
ス
州
ウ
ィ
チ
タ

l
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
の
人
口
は
九
万
人
程

度
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
の
町
ダ
ラ

ス
か
ら
は
東
北
に
一
七

O
M
担
離
れ
て

い
た
。
大
平
僚
の
中
に
妬
け
た
こ
の
地

は
原
住
民
イ
ン
デ
ア
ン
か
ら
白
人
に
略

奪
さ
れ
た
一
歴
史
を
も
っ
。
市
街
地
を
脱

け
て
車
で
十
分
も
走
る
と
三
百
六
十
度

の
地
平
線
が
視
界
に
現
れ
る
。
「
西
部

開
拓
史
L

や
「
大
平
原
の
小
さ
な
家
L

に
見
る
あ
の
風
景
で
あ
る
。

ニ
都
市
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
、
職
業
学
校
と
教
育
事
情
、
教
育

制
度
の
内
容
は
州
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
が
、
同
じ
義
務
教
育
機
関
で
あ

る
。
少
人
数
、
能
力
制
教
育
、
徹
底
し

た
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
、
計
算
す
る

こ
と
へ
の
教
育
、
「
区
別
は
し
て
も
差

別
は
し
な
い
」
と
い
う
教
育
に
は
感
銘

を
受
け
た
。
ま
た
、
学
校
施
設
設
備
等

攻

平
和
祈
願
の
V
字
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト

ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
一
一
一
ヵ
国
で
学
校

訪
問
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
の
教
育
事
情

を
見
聞
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
国
で

も
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
供
遠
の
教
育

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
と

て

も

印

繋

こ

。

特
じ
匂

ス
ラ
ビ
ア
で
の
平
和

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
濃
布
の
景
観

の
立
派
さ
に
加
え
、
教
育
委
員
会
の
設

備
「
テ
レ
ビ
局
」
や
平
原
の
中
に
建
て

ら
れ
た
州
立
大
学
の
立
派
さ
に
は
た
だ

た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

学
校
訪
問
の
日
々
は
緊
張
の
連
続
で

あ
っ
た
が
、
各
学
校
で
は
遠
来
の
客
を

迎
え
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
諏
向
を
こ
=
わ

し
た
日
本
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
私
達
一

同
を
感
激
さ
せ
た
り
、
多
民
族
を
感
じ

さ
せ
る
子
ど
も
逮
が
歓
迎
の
歌
を
披
露

し
て
く
れ
た
り
各
地
で
大
歓
迎
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
、
異
文
化
と
あ
の
広
大
な
風
土

を
こ
の
自
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
私
に
と
っ
て
最
上
の
喜
び
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
私
達
を
取
り
ま
く

社
会
と
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ん
で
き
た

こ
と
と
の
接
点
を
見
い
だ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ー

#
7
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教
育
は
心
に
残
り
ま
し
た
。
戦
争
で
の

悲
惨
な
体
験
を
後
世
に
残
す
た
め
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
(
写
真
)
、
記
念
館
等
こ

の
国
が
こ
れ
ま
で
の
こ
度
の
大
戦
で
い

か
に
大
変
で
あ
っ
た
か
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
職
業

高
校
を
参
観
し
、
実
社
会
で
役
立
つ
教

育
(
自
動
車
修
理
科
、
印
刷
科
、
ホ
テ

ル
科
、
調
理
科
)
の
実
情
を
つ
ぶ
さ
に

体
験
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
海
外
研
修
で
経
験
し
た
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
、
大
洗

の
子
供
達
の
た
め
に
も
微
カ
な
が
ら
役

烹
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
研
修
に
参
加
す
る
に

あ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
結
び
と
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ト
パ
わ
は
十
二
支
の
中
で
唯
一
の
空

ド
思
想
の
動
物
で
す
。
で
も
、
念

の
た
め
、
あ
る
動
物
図
鑑
を
見
た
ら
、

反
は
竜
と
し
て
載
っ
て
い
ま
し
た
。

「
大
蛇
に
角
や
猛
獣
、
日
似
鳥
の
頭
を

組
み
合
わ
せ
た
伝
説
の
動
物
」
と
あ

り
ま
す
。
辰
は
十
ニ
支
の
仲
間
と
し
て
広
く

知
ら
れ
た
存
在
な
の
で
、
加
者
エ
の
動

物
の
中
で
も
別
格
な
の
で
し
ょ
、
っ
。
も

ち
ろ
ん
、
最
近
登
場
し
た
怪
獣
の
類

は
関
銃
に
絞
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
一
五
は
見
の
竜
は
中
冨
や
日
本
だ

F
1ココ
P

け
で
な
く
、
同
じ
よ
う

な
も
の
が
ヨ
ロ
ッ
パ
や
イ
ン
ド
な

ど
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
ど
れ
も
笑
杭

の
動
物
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
、
つ
な
も

の
で
す
が
、
守
国
や
日
本
の
竜
は
蛇

の
胴
に
足
を
は
や
し
、
鬼
の
顔
に
鹿

の
角
を
つ
け
た
よ
う
な
動
物
で
す
。

竜
は
日
本
で
は
、
水
を
つ
か
さ
ど

る
力
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
竜
神

泉工

雅3

主子ニ

7輿

題
白
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

期
日

一
一
月
十
八
日
(
木
)

午
後
六
時

r'" I 

~ 
や
竜
王
に
雨
、
)
い
を
す
る
風
討
が
各

地
に
あ
り
ま
す
。
「
竜
住
む
池
は
水
枯

れ
ず
L

と
か
「
竜
の
子
は
小
さ
し
と

い
え
ど
も
、
よ
く
雨
を
降
ら
す
」
な

ど
と
い
わ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
O

L'E
一
こ
竜
は
諺
に
も
し
ば
し
ば

:

j
登
場
し
ま
す
。
蚕
吟

ず
れ
ば
雲
起
こ
る
」
と
は
、
英
雄
の

決
起
に
多
く
の
開
志
が
こ
れ
に
従
う

こ
と
の
意
味
で
、
英
雄
を
竜
に
た
と

え
て
い
る
の
で
す
。

「
竜
の
翠
一
を
得
た
る
ご
と
し
」
は

強
い
も
の
が
さ
ら
に
強
く
な
る
こ
と

で
、
翼
の
代
わ
り
に
水
、
雲
な
ど
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

開
山
「
竜
の
阿
刊
の
玉
を
取
る
」
は
、
難

し
い
こ
と
、
危
検
な
こ
と
の
た
と
え
。

ひゆ
J

あ
川

ま
た
、
「
竜
の
琵
を
蟻
が
ね
ら
う
」

は
身
の
ほ
ど
知
ら
す
の
た
と
、
え
で
す
。

こ
の
よ
う
に
竜
は
強
い
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
「
竜
虎
あ
い
撃
つ
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、
竜
は
虎
と

は
互
角
の
よ
、
つ
で
す
0

0

0

 

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
こ
の
新
年
を

ど
ん
な
決
意
で
お
迎
え
に
な
り
ま
し

た
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
竜
頭
蛇

尾
」
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
ね
。
※
時
(
あ
さ
と
)
と
は
、

あ
こ
の
こ
と
c

会
場第

四
田
郷
土
壇
盟
講
演
会

)~電

題

藤
出
東
湖
と
志
会
た
ち

杉

崎
(
祭
立
水
戸
一

期
日
一
月
二
十
六
日
(
火
)

会
場
大
洗
漁
村
セ
ン
タ
ー

入

場

料

無

料

大
洗
町
教
官
問
委
員
会

的
記
念
会

大
洗
町
、
大
洗
町
観

後
援

唱々

r、司4

一
月
十
五
日
、
大
き
な
希
望
と
ち
ょ

ぴ
り
の
不
安
を
胸
に
、
成
人
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
始
め
ら
れ
る
み
な
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
二
十
歳
に
な
っ
た
み
な

さ
ん
は
、
全
員
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
も
う
国
民
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
ま
す
か
?

(
す
べ
て
の
方
が
国
民
年
金
に
加
入
)

国
民
年
金
に
は
二
十
歳
以
上
の
農
漁

業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営

業
者
と
そ
の
家
族
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
や
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
(
一
一
十
歳
以

上
)
も
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

、
，.;' 

.. 

二
O
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
の

支
払
い
が
年
六
回
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
こ
れ
ま
で
の
老
齢
年
金
は
、
三
、

る
み
な
さ
ん
、
昨
年
の
法
改
正
に
よ
り
六
、
九
、
十
一
月
の
年
四
割
払
い
で

老
齢
年
金
の
支
払
が
年
四
回
か
ら
年
六
し
た
が
、
二
月
か
ら
一
一
、
四
、
六
、

自
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
八
、
十
、
十
二
月
の
年
六
回
払
い
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
月
に
受
け
と
る

金
額
は
従
来
の
一
二
ヶ
月
か
ら
こ
ヶ
月

分
に
な
る
た
め
、
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
お
ま
ち
が
、
え
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

つ
ま
り
、
二
十
歳
以
上
の
方
で
あ

れ
ば
、
全
員
国
民
年
金
の
加
入
者
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
(
た
だ
し

全
日
制
の
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の

学
生
は
任
意
加
入
で
す
。
)

な
お
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

の
加
入
者
の
方
は
、
そ
の
制
度
に
加

入
し
た
時
か
ら
自
動
的
に
国
民
年
金

の
加
入
者
と
な
り
、
「
厚
生
年
金
と

国
民
年
金
」
ま
た
は
「
共
済
組
合
と

国
民
年
金
」
の
二
つ
の
年
金
制
度
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
の
届
山
山
は
、
役
場
の
年
金
係

ま
で
。二年

十金
パーは
ス世
ポ紀
iヘ
トの
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こ
の
た
び
、
大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会
に
所
属
し
て
お
ら
れ

る
菅
谷
留
五
郎
氏
、
設
ぴ
平
戸
司
郎
氏
か
ら
美
術
品
(
写
真
)

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
は
芸
文
協
の
理
事
を
長
年
に
わ
た
っ
て
努
め
ら
れ
町
の

美
術
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
を

受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

菅
谷
氏
は
、
大
洗
港
の
シ
ン
ボ
ル
・
平
和
の
女
神
像
を
明
る

い
タ
ッ
チ
で
潤
か
れ
た

油
絵
を
寄
贈
さ
れ
、
教

育
長
室
に
締
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
一
戸
氏
は
、
第
日
回

日
展
に
出
品
さ
れ
見
事

初
入
選
さ
れ
た
記
念
の

作
品
、
「
望
」
を
寄
贈

さ
れ
中
央
公
民
館
ロ
ビ

i
に
展
示
い
た
し
ま
し

た。
皆
さ
ん
公
民
館
に
来

ら
れ
允
時
は
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
下
さ
い
。

東
茨
城
地
嬬
遭
粟
部
ブ
由
ツ
研
修
会

グ
ば
る
設
4

で
行
設
わ
れ
る

赤
く
色
づ
い
た
柿
が
、
高
い
梢
に
光

る
晩
秋
の
十
一
月
九
日
、
内
原
、
常
澄
、

大
洗
の
二
一
町
村
婦
人
会
か
ら
な
る
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
会
が
、
大
洗
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
町
長
さ
ん
や
職
員
の
方
々

の
御
配
慮
と
、
お
骨
折
り
を
頂
い
て

か
ば
る
な
。
掛
上
で
行
う
こ
と
に
し
た
。

二
、
一
一
一
日
前
か
ら
曇
り
が
ち
で
、
雨
が

心
配
さ
れ
た
が
、
幸
い
雨
だ
け
は
免
れ
、

ほ
っ
と
一
安
心
。
出
席
者
、
内
原
二
十

七
名
、
常
澄
一
一
一
十
名
、
大
洗
二
十
九
名
、

計
八
十
六
名
。

視
聴
覚
愛
で
開
会
行
事
と
「
大
洗
丸

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
」
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

後
、
会
場
を
か
ば
る
な
。
に
移
動
、
船

(3)第193号

内
見
学
に
移
っ
た
。
ま
ず
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
に
白
を
み
は
り
、
つ
い
で
船
会

社
の
係
り
の
方
に
、
船
{
受
か
ら
船
の

心
臓
部
の
操
舵
室
ま
で
案
内
し
て
潔
い

た。
昼
食
は
船
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
お
借
り

し
、
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
は
北
海
道
直
送

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
宮
、
つ
つ
み
を
打

っ
た
。
こ
れ
は
好
評
で
、
お
土
産
に
だ

い
ぶ
売
れ
た
と
の
こ
と
。

休
日
忠
時
間
に
「
ば
る
な
の
で
き
る
ま

で
」
の
記
録
映
画
を
見
せ
て
民
い
て
か

ら
町
長
さ
ん
の
講
話
に
移
り
、
海
を
中

心
に
発
展
す
る
大
洗
町
の
今
後
の
展

望
、
内
問
郎
、
常
澄
、
大
洗
、
三
町
村
を

比
較
し
て
の
話
な
ど
に
、
皆
興
味
深
く

演
劇
鑑
賞
を
と
お
し

豊
か
恋
心
を
育
て
A

伸
機
麟
鑑
賞
の
集
い
実
施

現
在
の
百
本
人
は
、
物
は
満
ち
足
り

て
い
る
が
、
心
が
貧
し
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
社
会
で
も
学
校
で
も

大
人
、
子
供
を
間
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
示
知
の
通

り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
開
題
を
少
し
で
も
な
く

し
豊
か
な
人
間
性
を
も
っ
た
子
供
を
育

成
す
る
た
め
に
、
町
も
学
校
も
一
生
け

ん
め
い
努
力
し
て
い
る
。

町
教
委
の
企
画
に
よ
り
毎
年
実
泊
さ

れ
る
演
劇
鑑
賞
の
集
い
は
、
豊
か
な
心

を
も
っ
た
子
供
を
育
て
る
た
め
に
大
変

有
意
義
で
あ
る
と
思
っ
。

十
一
月
十
二
日
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

講
話
終
了
後
閉
会
。
帰
り
に
は
町
長

さ
ん
の
御
厚
意
に
よ
る
鰯
の
お
土
産
が

研
修
会
の
最
後
を
飾
っ
た
。

東
茨
城
郡
で
は
、
郡
内
を
束
、
南
、

北
の
一
一
一
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
研
修
会
を

行
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
東
だ
け
で
あ

り
、
今
年
で
七
回
を
数
え
る
。
今
回
の

船
の
見
学
、
町
長
さ
ん
の
講
話
は
大
変

好
評
を
博
し
、
参
加
者
一
岡
、
次
回
ま

で
さ
ら
に
研
修
を
積
み
、
少
し
ず
つ
で

も
前
進
す
る
こ
と
を
約
束
し
合
っ
た
。

今
後
も
一
一
一
町
村
お
互
い
に
交
流
を
重
ね
、

共
に
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
努
力

し
て
行
き
た
い
。

旧
日
そ
の
江
記

に
お
い
て
、
町
内
小
学
校
の
一
、
二
、

コ
一
年
生
全
員
(
八
四

O
名
)
に
よ
る
演

劇
鑑
賞
が
行
わ
れ
た
。

前
進
座
の
方
々
に
よ
る
宮
沢
賢
治
名

作
劇
場
「
セ
ロ

弾
き
の
ゴ
!
シ

ユ
」
と
「
よ
だ

か
の
星
」
の
演

劇
は
、
演
技
者

を
自
の
前
で
見

る
た
め
テ
レ
ビ

な
ど
で
は
味
わ

え
な
い
感
動
を

覚
え
た
。

鑑
賞
後
、

ね
る
と
、
「
よ
だ
か
の
星
」
が
特
に
好

評
だ
っ
た
。
「
先
生
、
来
年
も
見
ら
れ

る
の
」
と
今
か
ら
期
待
す
る
子
供
が
多

か
っ
た
。
こ
の
演
劇
鑑
賞
を
通
し
て
、
豊
か
な

心
を
も
っ
た
子
供
に
育
っ
て
い
く
こ
と

を
心
か
ら
融
っ
て
い
る
。

(
祝
町
小
教
頭
小
山
美
津
雄
記
)

国
民
健
康
保
険
で
は
、
去
る
十
月
二

十
西
日
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
健

康
家
庭
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

で
九
回
目
を
迎
え
、
六
一
年
度
に
一
一
回

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
ず
、
し
か
も

保
険
税
を
納
期
内
に
完
納
さ
れ
た
世
帯

で
、
竹
内
町
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
表
彰
式
終

了
後
、
新
宿
コ
7
劇
場
大
洗
公
演
、
ね

ん
丘
(
エ
と
若
様
を
笑
い
と
一
保
で
観
賞
い

た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
家
庭
一
二
回
世
帯
の
内
訳
は
、

六
年
関
連
続
二
世
帯
、
五
年
間
連
続
五

世
帯
、
四
年
間
連
続
十
世
帯
、
一
一
一
年
間

連
続
九
世
帯
、
二
年
間
連
続
二
九
世
帯

一
年
間
六
九
世
帯
で
す
。
な
お
受
賞
者

名
簿
は
紙
面
の
都
合
上
過
去
四
年
間
連

続
健
康
家
庭
ま
で
掲
載
い
た
し
ま
し

た。
O
六
年
連
続
健
康
家
庭

明

神

町

僑

本

H
H

会

沢

O
五
年
連
続
健
康
家
庭

一

丁

臼

蔀

永

町

ヰ

寸

H

武

上

宿

鹿

J??一

島践を門

か

っ

五

男
み

つ

幸
次
郎

上

宿

高

梨

O
四
年
連
続
健
康
家
庭

新

町

関

恨

祝

町

白

土

、

水

町

小

野

瀬

永

町

秋

山

髭

釜

町

水

柿

H
H

清

宮

寺

釜

町

川

崎

中

宿

菊

池

角

一

小

野

瀬

H
H

石

川

千
代
子

三号 ちヤき』青{変たち
イ
景子よ一雄まゑニ

ク

三誠

よヌ

@ {寵@号変域第盤固零時

一
、
消
防
局
消
火
設
備
一
基

(
一
二
五
万
円
相
当
)

鹿
島
郡
神
楢
町
東
和
田
M
番
地

日
本
合
成
ゴ
ム
削
鹿
島
工
場

取
締
役
工
場
長
原
田
都
弘
殿

大
洗
町
消
防
用
設
備
と
し
て
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
二
十
万
円
也

大
洗
町
大
賞
町
三
二
白
番
地

関
根
喜
衛
門
殿

大
洗
町
立
南
中
学
校
の
教
材
費

と
し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
二
万
九
千
八
百
六
九
円
也

東

宏

会

会
長
鴨
川
一
成
殿

社
会
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て
叩

答
附
さ
れ
ま
し
た
。

掲載作品は、第13
回大洗町芸術文化

祭に出品された作

品の一部です。

〔
歌
会
〕

知
事
賞

稲
満
載
卒
の
軌
み
響
か
せ
て

わ
が
家
へ
帰
る
夕
映
え
の
中

吉

川

和

奨
励
賞

姿
の
乗
る
車
椅
子
押
す
乏
い
夫
の

声
土
日
優
し
き
午
後
の
公
園

身
内
ゆ
み

奨
励
賞

ガ
タ
コ
ト
と
轍
深
み
し
馬
車
道
も

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
な
り
卓
行
き
交
ふ

加
部
東
ふ
み

奨
励
賞

あ
ど
け
な
き
表
情
な
れ
ど
予
を
あ
げ

て
車
道
を
よ
こ
ぎ
る
児
等
の
白
光
る

杉
山
富
久

長室議
4賞包
ど
久
し
} 11 v>~' 

上り
十 J兵
山、山
工ノ1]tこ

優
秀
賞

秋
空
へ
連
凧
高
さ
競
ひ
を
り

小
松
崎
藤
吉

奨
励
賞

突
堤
に
釣
人
あ
ふ
れ
秋
日
和

真

国

静

子

渚奨
ま励
で賞
馳
す

輪
}II 車

空f，
)T， 高
子し

奨
励
賞

ク
レ
ー
ン
の
腕
伸
び
切
っ
て
秋
高
し

川
崎
允
康

〔
短
歌
〕

大
漢
の
寄
す
る
が
如
く
ま
た
低
く

若
ら
打
つ
土
日
荒
磯
太
鼓

庄
司
千
代
子

前
う
し
ろ
車
々
に
挟
ま
れ
て

あ
き
ら
め
て
待
つ
炎
天
の
道

田
山
佳
男

ぬ
ば
た
ま
の
夜
明
け
い
ま
だ
し

鹿
島
瀦
尽
く
づ
の
如
揺
れ
る
漁
火

関

根

厚

折
り
返
し
夜
の
欽
僑
を
と
ど
ろ
き
て

吾
の
降
り
た
る
電
車
が
行
け
り

岸

き

く

子

古
墳
へ
の
丘
を
登
れ
ば
受
珠
沙
華

を
ち
こ
ち
に
咲
き
海
遠
く
光
る

加

藤

清

生
命
あ
る
も
の
の
ご
と
く
に
夏
の

夜
を
工
事
現
場
の
ダ
ン
プ
は
眠
る

関

根

秀

子

は
な
や
か
な
響
動
み
は
あ
れ
ど

対
岸
ゆ
晩
夏
の
ん
討
の
祭
り
の
曜
子

佐
藤
き
み

晩
夏
の
陽
昏
る
る
高
慮
の
社
頭
の

社
頭
よ
り
凪
き
て
遥
け
き
故
郷
の

海

見

ゆ

佐

藤

毅

は
つ
は
つ
に
宮
城
野
萩
の
咲
き
初

め
て
ゆ
れ
さ
や
か
な
り
雨
後
の
庭

面

に

広

木

チ

イ

タ
ま
け
て
暑
さ
残
れ
る
玄
関
に

打
水
す
れ
ば
涼
の
漂
う

酒

井

恭

子

袖
ヶ
浦
漁
り
船
の
行
き
交
い
て

朝
の
海
原
楊
光
の
峡
ゆ

小
野
瀬
金
太
郎

〔
俳
句
〕

堤
防
に
札
へ
つ
く
波
や
夏
終
る

田
山
伎
男

夏
つ
ば
め
翼
休
め
る
無
人
駅

自

由

一

郎

爽
や
か
に
声
掛
け
あ
ふ
も
仕
事
か
な

後

藤

亀

泉

尺
玉
の
花
火
と
わ
か
る
響
き
あ
り

伊

藤

慶

江

コ
ス
モ
ス
の
空
向
く
吹
か
れ

吹
か
れ
で
も
小
松
崎
美
代

蔦
緑
を
写
し
て
滝
の
響
き
あ
り

岸
和
田
和
子

街
角
の
こ
こ
に
別
る
る
秋
の
風

真

田

空

間

秋
め
臼
の
き
ら
め
く
海
へ
出
航
す

加
藤
宗
一

フ
ェ
リ
ー
着
く
み
ち
の
く
の
秋

引

き

連

れ

て

泉

き

よ

築
へ
行
く
晶
玉
珠
沙
華
に
も

迎

え

ら

れ

辻

彦

一

一

一

命
日
の
柄
に
な
る
ら
し
粟
ご
は
ん

大
川
た
か

秋
の
風
間
叫
ぎ
て
暮
鳥
の
雲
も
な
し

小
野
瀬
悦
功

波
止
よ
り
の
そ
よ
そ
よ
と
吹
く

秋

め

嵐

稲

田

富

穂



|章第器関|

盤工鵠卓隷大会

盛大に開催される

第193号 (4)

.r_三二人tニニ♂戸三、
F二二=--士二、
掛仁二ンてニl

Jぶ定三子

L、

去
る
日
月
日
日
日
曜
日
、
第
6
田
町

民
卓
球
大
会
が
、
釘
体
育
協
会
卓
球
部

(
岩
井
忍
部
長
)
主
催
に
よ
り
大
洗
町

立
第
一
中
学
校
体
育
館
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
民
の
体
力
、
つ
く
り

と
卓
球
の
普
及
を
図
る
た
め
に
行
な
わ

れ
た
も
の
で
、
中
学
生
女
子
の
部
出

名
・
中
学
生
男
子
の
部
印
名
・
高
校
・

一
般
の
部
位
名
が
参
加
し
、
午
前
9
時

開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
早
速
各
卓
球
ム
口

に
分
か
れ
試
合
に
移
り
ま
し
た
。

選
手
達
は
臼
頃
の
練
習
の
成
果
を
十

二
分
に
発
揮
し
、
各
試
合
ご
と
な
ご
や

か
な
な
か
に
も
激
し
い
関
志
で
熱
戦
を

らあおお

く
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

O
中
学
女
子
の
部

一
位
永
浜
資
子
(
一
中
)

二
位
福
閏
弥
生
(
一
中
)

一
二
位
川
又
美
智
子
(
一
中
)

O
中
学
男
子
の
部

一
位
永
井
孝
明
(
一
中
)

二

位

小

滝

敦

(

一

中

)

三
位
椎
名
稔
惣
(
一
中
)

O
高
校
・
一
般
男
子
の
部

一
位
大
原
清
海
(
体
協
)

ニ
位
野
村
邦
夫
(
体
協
)

三
位
小
沼
義
一
(
体
協
)

昭和63年 1月1日

昭
和
臼
年
1
円
凡
打
日
同

雨
天
延
期
の
場
合
は
1

月
払
臼
州
、
両
日
と
も

に
雨
天
の
場
合
は
中
止

午
前
8
時
却
分
j
正
午

大
洗
サ
ン
ピ
ー
チ
内

小
学
生
の
部
・
中
学
生

の
部
・
高
校
・
一
般
の
部

O
参
加
資
格
制
限
な
し

O
参

加

料

無

料

O
参
加
賞
及
び
賞
状
・
賞
品

小
中
学
生
の
部
(
優
勝
・

準
優
勝
・

5
位
・
努
力

賞
)
高
校
・
一
般
の
部

(
優
勝
・
準
優
勝
・

3
伎
)

O
参
加
者
全
員
に
と
ん
汁
サ
ー
ビ
ス

o 
期

問

000  

檀場時

目見庁間

O
参
加
申
込
み
原
則
と
し
て
当
日
受

付
け
と
す
る
。

O
航
の
規
格
自
由
と
す
る
(
手
作
凧
)

O
主

催

大

洗

凧

あ

げ

大

会

実

行

委
員
会

O
お
問
い
合
せ
は

大
洗
町
役
場
商
工
観
光
課

宮

町

5
1
1
1
(
内
線
・
羽
)

気
が
る
に
相
談
を

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人

務権

f町、、

、、国""

(62.11月現拍)

~ 本 年 前年同期 増減数|

発生件数 8 ( 76) 3 ( 88) 5 (ム12)

死者数 o ( 1) o ( 2) o (ム1)

負傷者数 8 (103) 9 (126) ム1(ム23)

※( )内は累計を示す。

“毎月18は突通安全の包"“ゆずり合いのj山がかよう琵通安全"

弁
護
士

茂
子
木
雄
一
先

、

一
月
二
十
二
日
(
金
)

と

き

午
前
十
時
j
午
後
一
二
時

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
コ
一
指
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
一
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
、
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

月
/ 
日

対

名

受
付
時
間
同

事

業

象

名

/ 
(村 7

健

ま合

生
後

2
ヵ
月
1
3
ヵ
月
の
者

生
後
6
ヵ
月
1
7
ヵ
月
の
者

ー
時
∞
分

2
待
日
分

手L

児

/ 
(月)18 

壬，"
日災

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

日
時
吋

ru
分

2
時
間
叫
分

母

子

中自

精
密
診
査
で
異
状
の
あ
っ
た
者

ー
時
日
分

2
時
日
分

/ 
やjc)21 

精

密

事

後

指

導

「
機
能
由
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
日
(
午
前
9
時
j
午
前
日
時
)

0
1
月
8
日
(
金
)

0

1

月
四
日
(
火
)

0
1
月
初
日
(
火
)

0

1

月
四
日
(
金
)

午
後
の
部
訓
練
臼
(
午
後
1
時
1
午
後
3
持
)

0
1
月
ロ
臼
(
火
)
(
専
門
療
法
士
来
所
)

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る
者

0
1
月
幻
日
(
金

大洗町における交通事故の発生状況

戸、

実績額

上宿

中宿

下宿

矢場

子妬

松JlI報国
絵日|第一

松川中部

松)11共励

松)11第二

大谷川

成問

ユーモア村

事業所・団体@個人及び学校
(5，000円以上寄術者)

23，100円

23，100丹
18，200円

25，900円

7，600円

16，100円

12，900円

10，500内

9，100円

11，900内

9，100円

12，000円

2，800円

河_"毛

A 

40 ， OOOfII 
36，000円

10，000丹

10，000円

10，000円

10，000円

27，192円

5，000円

5，000円

5，000内

5，OOOfII 
33，000円

21，230円

21，447円

19，366円

37，297内

10，000内

大洗町身体i濠答者福相i協会
大洗町民生委畏協議会

淡交大洗ホテル

小野地I( 海漆J2i

重実 光

石山 11多

海洋少年団

小幡五朗

坂本忠一

雨沢手IJ 夫

小ii'l吉夫

前立磯浜小学校

町立大賞小学校

町立大洗南中学校

町立大洗第一中学校

大洗町役場職員及び募金箱

大洗町議会議員

13，100円

11，900円

17，500円

17，500円

15，100円

12，600円

22，400円

19，500円

28，700円

12，600円

15，300fII 
18，200円

7，500円

13，600円

25，900内

16，800円

23，300円

23，000円

13，500円

16，700向

日，100円

15，400円

15，000河

15，000円

15，000円

26，200円

21，700円

16，100円

16，900円

17，600fII 
16，800円

35，400円

18，200円

16，900円

11，300円

E王町実績額

角 5

角 6

前!京 l

前原 2 

前原 3 

原研住宅

動燃夏海寮

東北大寮

神山

)11 口

荒谷

浜欠

古宿

24，100円

14，000円

12，800円

28，000向

22，400円

27，610円

10，000円

7，000fII 
14，000円

9，100円

32，200円

7，700円

44，800円

区百J実績額区

3

4

5

6

7

8

9

m

孔
ロ
1

1

2

3

3

4

1

2

3

4

1

2

3

1

2

1

2

1

2

3

1

2

1

2

4

の

の

の

の

の

2

2

2

宿
街
宿
{
伯
宿

3

3

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

舟

舟

舟

舟

舟

舟

蔵

蔵

蔵

蔵

上

上

上

中

中

北

北

南

南

街

角

角

角

角

角

16，900円

11，200円

14，000円
28，600円
26，900円

23，100円

18，200円

24，500河

42，600fII 
22，000円

24，523円

57，700円

35，000円

40，600円

21，700円

42，000円

41，300円

42，700円

28，000円

30，100円

18，400円

16，600円

18，100円

23，700内

21，700fII 
16，000河

23，700円

32，900円

61，800円

28，300円

33，700内

28，000丹

江，900円

18，900円

11，500円

匝7昭和62年度

十
月
一
日
か
ら
恒
例
の
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
L

は
町
民
各
位
の
暖
か

い
ご
理
解
と
、
募
金
奉
仕
者
で
あ
る
町

内
会
長
、
事
業
所
団
体
、
各
学
校
等
の

関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
一
一
一

百
九
拾
壱
万
八
肝
九
百
拾
四
円
(
十
二

月
四
円
口
現
在
)
の
寄
附
金
が
ょ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
問
中
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
茨
城
県
共

同
募
金
会
を
通
じ
て
、
よ
り
暖
か
い
地

域
社
会
を
作
る
と
い
う
頗
い
を
こ
め
て

民
聞
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め
、
民
も

人
、
心
身
障
害
児
者
、
母
子
、
養
護
、

?嘉

実綴吉買

保
育
所
等
の
社
会
福
祉
施
設
、
ま
た
各

市
町
村
地
域
の
中
で
福
祉
の
向
上
の
為

に
、
各
地
一
院
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
資
金
と
し
て
公
平
に
配
分
さ
れ
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
各
町
内
及
び
事
業
所
、
団

体
等
の
方
々
よ
り
ょ
せ
ら
れ
た
募
金
の

結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
紙
上
を

お
借
り
い
た
し
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。尚
、
未
繋
理
の
町
内
も
わ
ず
か
あ
り

ま
す
が
、
章
一
ね
て
こ
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町

永 2

水 3

永 4

永 5

永 6

永 7

永 8

永 9

刀<: 10 

司( 11 

永 12

永 13

永 14

永15の1

7I<.15の2

永16の1

永16の2

君<:(60)3 

永 17

髭 l

1;''; 2 

髭 3

苦.; 4 
髭 5

髭 6

童三 7 

髭 9

髭10のl

童三10の2

髭11の l

髭11の2

主.; 12 
jf.; 13 

寺 1

寺 2

52，500内

24，500円

32，200円

20，300円

29，800円

25，500円

7，700円

13，300円

13，300円

27，400円

32，200円

10，000内

21，700円

14，300内

16，100丹

6，200円

11，900円

5，000内

16，100円

17，100内

12，600円

24，000円

23，000円

21，700丹

25，900円

26，600円

15，400内

13，300円

22，400円

22，400内

56，000円

18，900円

19，600円

14，000丹

15，000円

区実績額町

1

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

1

2

3

1

2

1

2

1

2

4

5

1

2

3

6

1

2

3

8

9

m

孔
ロ
ー

の

の

の

の

の

の

の

の

の

の

の

の

の

の

つ
ル
ワ
ム

1
i
1
ょ
っ
L

つ
u
q
u

っ
ο

に
ひ
「

D
「

口

ウ

4

均

/

n

J

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

松

松

通

通

通

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

永

26，500円

32，200内

21，700円

12，500円

17，500円

35，000円

24，200円

28，200円

13，000円

20，000円

25，900内

18，200円

53，200丹
51，700円

61，500fII 
30，300内

26，600円

25，200円

19，700円

10，000fII 
12，200円

18，200円

40，200円

23，400円

32，800内

16，800円

16，800円

15，500内

25，600円

19，000円

22，400円

19，300円

16，500円

25，000円

26，600円

区実績額町

明 1
明 2

明 3の上

明3の下
明 4

明 5

明 6

H月 7

日月 8 グ)1

日月 8 の 2 

日月 9 

日月 10 

日月11の1 

日月110)2

東光台

-1の上

-1の下

2 

3 

4 

5 

汐見ヶ丘

二 1

二 2

ニ 3

二 4

{中 l

f中 2

1中 3
1中 4

金 1

金 2

金 3

金 4

金 5

区
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